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Ⅰ はじめに 

 

現在，教育現場において，ICT の活用が叫ばれてい

るが，体育授業においても同様であることはいうまで

もない．教室での ICT 環境は，ハード面において整備

されつつあるものの，体育館や運動場で行われる体育

授業においては充分に整備されているとは言い難い． 

また，実際に体育授業で活用できる動画教材に目を

向けると，各種のスポーツ種目において，技能を高め

るための DVD 等が市販されてはいるものの，授業での

活用をふまえると検討の余地が多々ある． 

そこで本研究では授業で活用しやすいという視点か

ら動画教材を作成することとした． 

平成 29 年度に改訂された小学校学習指導要領解説

体育編（文部科学省，2017）では，内容に関して大き

な改訂はなかったものの，各領域において「運動が苦

手な児童への配慮の例」「運動に意欲的でない児童への

配慮の例」が新たに明記されたことは，豊かなスポー

ツライフを実現していくことへ向けて，きわめて重要

といえよう．このように，運動が苦手な児童，運動に

意欲的でない児童にとっての指導の手立てとしても

ICT の活用は期待される． 

また，動画教材を作成するにあたり，領域としては，

球技（ボール運動）におけるラケット操作を伴うネッ

ト型を対象とすることとした．改訂された小学校学習

指導要領解説体育編（文部科学省，2017）では，先に

も述べたように内容には大きな改訂はみられなかった．

球技（ボール運動）の領域においては，現行学習指導

要領と同様，ゴール型，ネット型，ベースボール型の

内容に分類され，その型のなかで共通するボール操作

（用具の操作，バット操作含む）およびボールを持た

ないときの動きが例示として明記されている． 

しかしながら，ボール運動領域におけるネット型の

例示では，これまでソフトバレーボールやプレルボー

ルの内容のみであったが（文部科学省，2008a），改訂

された学習指導要領解説体育編（文部科学省，2017）

では，バドミントンやテニスの内容が新たに明記され

た．このことは，中学校への系統性をより考慮した改
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訂であることが推察でき，今後は小学校段階において，

バドミントンやテニスを基にした易しいゲームの実践

研究が注目されるであろう． 

これまでは，小学校のボール運動領域，ネット型の

例示として，ソフトバレーボール，プレルボールが明

記され（文部科学省，2008a），中学校以降の球技領域，

ネット型の例示として，バレーボールのほかに初めて

バドミントン，テニス，卓球の内容が明記されていた

わけであるが（文部科学省，2008b），ネットを挟んで

の競技として，バレーボール，バドミントン，テニス，

卓球と共通性はあるものの，やはりラケット操作があ

るかどうか，さらには，攻守が一体となったプレーで

あるかどうかといった技能面の違いは大きい． 

そこで本研究では，ラケット操作を伴うネット型の

内容について動画教材を作成することを目的とした．

なお，対象については，中学校，高等学校の体育授業

を想定し作成することとした．小学校段階におけるバ

ドミントンやテニスを基にした易しいゲームについて

の実践研究は始まったばかりであり，まずは従前より

実践されてきた中学校，高等学校におけるバドミント

ンやテニス，卓球の授業で活用できる動画教材を作成

することにより，動画教材の内容やその活用方法につ

いて有益な示唆を得ることができると考えた． 

 

 

Ⅱ 方法 

 

2-1．動画教材作成の手続き 

以下の手続きにより，動画教材の内容を選択した．

なお，内容の選択にあたっては，5年以上の競技経験を

有し，大学で四国代表レベルの成績のある者とし，バ

ドミントン経験者1名，テニス経験者2名，卓球経験者1

名，そして授業で活用するという視点から体育科教育

を専門とする研究者1名の計5名で行った． 

① 学習指導要領解説保健体育編（文部科学省，

2008b：2009）の分析 

② ラケット操作（色々な打ち方）の内容の検討 

・ 各ラケット操作について，文献等を参考に

ポイントを3つ以内に整理 

③ 具体的な練習方法の検討 

④ ゲームの説明の検討 

 

2-2．動画撮影の時期および方法 

動画撮影は，平成29年度6月〜8月にかけて行った．

動画撮影にあたっては，愛媛大学の部活動（バドミン

トン，テニス，ソフトテニス，卓球）に所属する学生

に協力を得た． 

動画撮影をするにあたり，授業での活用のしやすさ

をふまえ，見たい内容がすぐに見られることを重視し，

1つの動画が長くなりすぎないよう最長3分程度とした． 

 

 

写真 動画を撮影する様子 

 

 

 

 

2-3．動画教材の有効性の検討 

作成したテニスの動画教材について，その有効性を

検討するにあたり，高等学校での体育授業や大学での

スポーツに関する授業において，15年以上のテニスの

指導経験を有する指導者1名，および部活動等でのテニ

スの経験はない高等学校保健体育科教諭1名へ対し，作

成した動画教材についてインタビューにより意見を求

めた． 

また，中学校，高等学校における保健体育科の教員

免許の取得を希望する学生30名へ対しても同様に，作

成した動画教材について，アンケート調査による回答

を求めた． 

なお，本研究ではバドミントン，ソフトテニス，卓

球の動画教材も作成しているが，それらの有効性を検

討するにあたり，研究協力者を得ることができなかっ

たことから，テニスの動画教材のみを対象とした． 

 

2-4．倫理的配慮 

協力を得た学生については，事前に研究の趣旨につ

いて口頭で説明し，研究協力の同意を得た．くわえて，研

究協力者へ対し，研究への参加は任意であること，研究

への参加の有無にかかわらず不利益が生じないこと，研

究への協力後であっても，いつでも研究協力の辞退がで

きること，動画の活用に際しては，教育現場，研究会等の

機会に限定し，web上等で不特定多数が視聴できるような
ことはしないこと，データの管理については厳重に行い，

個人が特定されることはないこと，学会や論文等で研究成

果を公表することを口頭で説明した． 
 



 
 

Ⅲ 結果と考察 

 

3-1.動画教材の内容構成 

動画教材の内容を選択するにあたり，中学校および高

等学校学習指導要領解説保健体育編（文部科学省，

2008b：2009）の分析をふまえ，内容の検討を行った．

図1は，作成した動画教材の内容の構成について，図2

はテニスの動画教材における具体の内容（ポイントや

説明等）について示した． 

ラケット操作（色々な打ち方）については，可能な

限りバドミントン，テニス，ソフトテニス，卓球と共

通性あるいは相違点が確認できるようポイントを整理

した． 

動画教材は，動画番号ごとに区切り，見たい内容が

すぐに見られるように工夫した． 

 
 
 

 
図1 動画教材の内容構成 
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図2 テニスの動画教材の内容 
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3-2.動画教材の有効性の検討 

作成したテニスの動画教材の有効性を検討するにあた

り，高等学校での体育授業や大学でのスポーツに関す

る授業において，15年以上のテニスの指導経験を有す

る指導者1名に対し，インタビュー調査を実施した．イ

ンタビューでは，「①各動画教材のポイントとして挙げ

た内容はどうでしたか」「②動画の撮り方（位置や角度）

はどうでしたか」という質問に対して回答を求めた． 

その結果，各動画教材で挙げていたポイントについ

ては，特に意見はないということであった．しかし，

動画番号1，2のラケットの握り方の動画について，ラ

ケットを握る人がビデオカメラに正対するような位置

で撮影をしていたが，実際に握る人の視点から撮った

方がわかりやすいという意見があった．  
また，部活動等でのテニスの経験はない高等学校保

健体育科教諭1名に対し，インタビュー調査を実施した．

インタビューでは，「①授業での活用のしやすさについ

てどう思いますか」「②こういう動画が欲しいといった

要望はありますか」という質問に対して回答を求めた． 

その結果，1つの動画がコンパクトにまとまっていて

活用しやすい，タブレットに動画教材があることによ

り授業時間はもとより授業時間外においてもイメージ

をつくりやすくなるといった意見があった．要望とし

ては，動画番号15のゲームの説明の動画について，プ

レーヤーのルールと合わせて審判のハンドシグナルも

あるとより活用がしやすいといった意見があった． 
さらに，中学校，高等学校における保健体育科の教員

免許の取得を希望する学生（30名）へ対してアンケー

ト調査を実施した．アンケートでは，「先生になって体

育授業で活用することを想定し，各動画について，技

のポイントや動画の撮り方（位置や角度）について，

また，その他自由に，ご意見をお願いします」という

質問に対して回答を求めた． 

その結果，技のポイントや動画の撮り方については，

ほとんど意見はなかったが，いくつかの動画で，もっ

とズームした方がよいという意見が少数あった．また，

夏場に動画の撮影を行ったために，解説の声以上に蝉

の鳴き声が気になるという意見が多数あった． 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
Ⅳ まとめ 

 

本研究では，中学校，高等学校の体育授業において，

ラケット操作を伴うネット型を対象とし，授業で活用しやす

い動画教材を作成することを目的とした． 
バドミントン，テニス，ソフトテニス，卓球のそれぞれにつ

いて，ラケットの操作（色々な打ち方），具体的な練習方法，

ゲームの説明についての動画教材を作成した（図1）． 
作成したテニスの動画教材（図2）について，その有効
性を検討した結果，おおむね有効に活用できるといった

意見を得ることができた． 
しかしながら，修正すべき意見もあったことから，それら

の動画教材を修正し，授業で活用しやすく，高い学習成

果を得ることができるような動画教材を作成していくことが

今後の課題である． 
また，本研究で作成した動画教材について，実際の授

業で活用し，その有効性について検討するまでには至っ

ていない．今後は，作成した動画教材を活用した授業実

践を行い，担当した教員へのインタビュー調査や対象と

なった生徒へのアンケート調査等を行うことにより，動画教

材の有効性を検討し，動画教材のブラッシュアップを図っ

ていきたい． 
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